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懐
穏
堂
理
事
長
永
旧
仁
助
先
生
、
昭
和
二
年
一
＿
一
月
東
京

の
旅
寓
に
病
む
、
學
長
松
山
先
生
馳
せ
て
訪
ふ
、
超
て
十
日

病
革
ま
り
終
に
逝
<
‘
仝
十
一
日
霊
柩
を
大
阪
繹
頭
に
奉

迎
す
、
朝
野
各
階
級
の
名
士
會
す
る
も
の
三
千
許
名
、
越

へ
て
十
三
日
葬
儀
を
四
天
王
寺
に
執
行
せ
ら
る
、
此
日
會

葬
者
全
国
各
地
を
通
じ
て
而
も
雨
中
馳
せ
至
る
も
の
八
千

許
名
ご
註
せ
ら
る
、
嗚
呼
盛
哉
、
先
生
は
賞
に
余
の
先
師

南
岳
翁
の
高
弟
泊
園
門
中
出
色
の
成
功
者
の
第
一
人
2F
し

て
惟
間
夙
に
定
評
あ
b
、
抑
恢
稿
堂
再
興
の
畢
あ
る
や
、
先

生
は
天
囚
博
士
ご
名
を
齊
ふ
し
て
創
業
者
の
一
人
こ
し
て

計
整
施
設
具
さ
に
至
ら
ざ
る
な
く
、
爾
末
、
幾
星
霜
を
罷
て

上
下
の
信
望
愈
隆
く
、
早
く
も
再
び
宮
内
省
の
御
下
賜
金

を
野
し
、
詢
久
通
宮
雨
殿
下
の
合
臨
を
腿
ひ
、
夏
に
岡
田

永
田
仁
助
先
生
を
憶
ふ

永
田
仁
勁
先
生
な
憶
ふ

文
部
大
臣
の
臨
揚
を
辱
ふ
す
、
是
蓋
し
先
生
が
特
に
叙

位
の
光
榮
に
洛
し
、
且
上
院
の
議
席
を
占
め
、
上
は
皇

室
の
御
信
任
を
荷
ひ
、
下
は
民
衆
贈
仰
の
棒
に
よ
る
の

放
典
か
つ
て
力
あ
る
に
由
る
批
、
先
生
初
め
泊
園
を
出

て
賓
業
界
に
投
す
る
や
、
院
に
衆
望
の
蹄
す
る
所
Y
J
な

る
、
而
も
恒
に
先
師
の
放
訓
を
服
席
し
、
敢
て
或
は
憬
ら

す
、
愈
久
ふ
し
て
愈
其
信
條
を
遵
守
し
、
四
十
年
一
日

の
如
く
其
能
く
師
家
に
仕
事
す
る
の
誠
懲
マ
J
‘
懐
偉
堂

に
到
す
る
不
休
か
努
力
こ
は
、
遂
に
至
大
の
信
用
を
博

し
、
以
て
先
生
今
日
大
成
功
の
基
礎
を
牢
固
な
ら
し
む
、

其
上
更
に
五
萬
金
を
私
捐
し
照
さ
に
大
に
盤
す
所
あ
ら

ん
ご
し
て
而
し
て
終
に
起
た
す
、
斯
逍
の
為
め
轄
た
痛

惜
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
b
‘
就
中
余
の
特
に
敬
限
を
禁

今

西

茂
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也
ざ
る
ば
師
？
先
考
を
顕
彰
す
る
に
雷
り
、
遺
燻
な
く
其

學
系
を
禍
逮
宜
揚
せ
ら
れ
、
以
て
師
家
の
美
を
清
さ
し
め

た
る
の
一
事
に
あ
り
、
是
れ
主
こ
し
て
先
生
の
斯
道
に
造

詣
深
く
、
人
格
志
尚
の
崇
高
善
美
な
る
に
之
れ
因
る
、

乃
、
大
正
四
年
十
一
月
朝
廷
東
賊
先
生
の
儒
動
を
鎌
せ
ら

れ
、
御
贈
位
の
御
沙
汰
を
邦
す
る
や
、
先
生
李
先
し
て
同

先
生
の
博
記
を
叙
し
、
其
學
統
を
紹
述
し
、
吾
國
儒
の
諄

殿
封
孔
子
道
の
交
渉
を
論
す
る
や
、
學
理
精
透
、
義
理
鮮

0

0

0

 

明
他
同
門
弟
子
の
追
随
を
許
さ
ざ
る
の
所
不
覺
（
泊
園
門

0

0

0

0

0

 

中
其
人
在
突
）
の
歎
あ
ら
し
む
、
今
其
要
項
を
摘
記
す
れ

ば
如
左
、

一
節
、
抑
本
邦
之
風
RIJ
肺
氣
所
結
、
非
瑕
人
制
、

0

0

0

 

原
湮
志
而
皇
統
一
系
、
有
典
夫
子
之
志
符
者
、
則
奎
運
日
日
目
。

鴻
儒
輩
出
＂
殆
勝
唐
宋
、
而
上
之
ょ
亦
必
非
偶
然
也
、

故
誦
夫
子
之
害
者
、
不
可
不
知
本
邦
之
尊
夫
、
知
本

邦
之
尊
者
、
登
可
不
講
夫
子
之
這
乎
、

0

0

0

 

思
問
鎌
一
節
、
常
是
時
周
王
在
上
、
九
鼎
不
動
、
若
使

恵
宜
用
此
言
乎
、
使
孟
千
途
其
志
乎
、
府
如
周
王
何
、

蓋
夫
子
之
於
君
臣
最
懺
癸
、
八
俯
瀕
徹
、
不
惜
餘
論
、

秤
上
弁
下
、
不
厭
逹
衆
、
周
之
至
徳
、
稲
其
服
事
、

永
田
仁
勁
先
生
を
憶
ふ

九
九

而
不
及
征
伐
、
著
其
春
秋
追
よ
匹
春
王
以
立
之
極
~

今
勤
王
之
事
。
典
此
背
馳
夫
、
孟
子
嘗
日
、
乃
所

願
則
學
孔
子
、
其
所
學
何
遺
君
臣
之
義
也
、
孟
子

又
日
、
亜
人
人
倫
之
至
也
、
勅
王
之
事
非
甑
倫
之

魁
乎
、
又
日
、
揚
子
為
我
、
無
君
也
、
拗
王
之
事

無
君
葵
甚
焉
、
交
日
孔
子
成
春
秋
而
訛
臣
賊
子
憬

糊
王
之
事
、
乃
露
胤
賊
之
蹄
、

Jlt
不
唯
典
夫
子
背

馳
、
於
其
所
自
言
亦
相
犯
夫
、

以
上
前
説
は
四
海
一
君
、
萬
枇
一
系
の
理
想
は
、
我
國

照
の
倉
懺
に
於
て
獨
り
之
を
専
ら
に
す
べ
き
も
の
に
し

て
孔
夫
子
の
志
此
点
に
存
す
る
以
上
は
0

聖
人
の
道
た

る
今
也
彼
土
に
絶
滅
し
て
専
ら
吾
國
に
懺
存
す
る
所
以

の
意
を
切
言
し
、
後
諒
は
罪
七
孟
子
の
齊
宣
、
梁
恵
、

に
天
下
に
王
た
ら
ん
こ
こ
を
勤
め
し
一
事
は
、
嘗
時
若

し
之
セ
賓
行
せ
ら
れ
た
り
と
せ
ん
乎
＂
抑
周
王
を
如
何

せ
ん
こ
す
る
乎
、
是
賞
に
天
下
の
大
倫
を
飢
る
も
の
也

ご
指
摘
論
難
せ
ら
れ
た
る
も
の
也
、
蓋
東
院
先
生
常
時

に
在
て
は
、
個
流
中
徒
ら
に
大
陸
の
文
化
に
眩
惑
せ
ら

れ
、
大
義
名
分
を
遺
れ
た
る
の
輩
亦
鮮
し
ご
せ
す
、
此

時
に
常
b
卓
然
君
臣
の
大
倫
を
憫
認
し
、
孔
夫
子
の
具



文
學
博
士
板
山
直
蔵
先
生
逍
悼
記

諦
を
諒
解
せ
ら
れ
た
る
一
大
獅
吼
は
、
宛
然
百
獣
の
僭
伏

の
呪
な
く
ん
ぱ
b
ら
す
、
而
し
て
能
＜
此
泊
園
一
家
言
を

玩
財
咀
肌
，
t”
代
グ
（
以
＇
此
一
大
抱
兵
を
宕
忙
せ
ら
い
た
，
＇

t

は
、
職
さ
し
て
先
生
の
序
殖
の
栂
大
雄
渾
能
く
屁
如
人
の

大
本
領
を
骰
得
し
た
る
に
之
由
る
、
之
を
以
て
一
家
を
修

齊
し
、
郷
然
を
指
道
し
“
施
て
浪
華
文
数
の
振
粛
興
隆
に
貢

献
せ
ら
れ
た
る
の
偉
動
は
、
優
に
之
を
二
百
年
前
懐
徳
堂

の
創
殿
に
伴
ひ
た
る
文
オ
頻
出
徳
川
氏
中
世
に
於
け
る
文

化
進
展
の
偉
観
ご
比
肩
せ
し
む
る
に
足
る
、
尚
且
ヽ
堂
友

會
に
在
て
も
照
さ
に
此
ー
大
偉
人
の
啓
登
指
逍
に
仰
ぐ

0
 0
 0
 0
 

所
り
ら
ん
ぐ
7

し
ご
叱
悲
に
遣
ふ
、
於
是
乎
（
浪
苅
宵
業

c
o
o
o
o
二

;

こ

界
中
杭
氾
乏
鼎
星
11
至
〈
の
旺
無
く

A
ば
あ
ら
ざ
る
也
，

呪
乎
松
巾
先
生
又
次
で
料
歿
の
不
幸
を
見
る
に
於
て
を

や
、
嗚
呼
登
獨
り
浪
蔀
の
み
な
ら
ん
、
亦
貨
に
帝
鼠
偏

道
の
為
め
に
惜
み
て
も
裔
惜
ま
さ
る
を
得
ざ
る
や
0

文
學
博
士
松
山
直
蔵
先
生
追
悼
記

懐
偽
堂
學
長
文
學
博
士
松
山
直
殿
先
生
本
年
四
月
廿
一
―
―

日
逝
去
せ
ら
る
、
嗚
呼
悲
夫
、
去
一
一
一
月
永
田
先
生
を
喪
ひ
、

次
で
先
生
に
及
ふ
、
晏
天
何
ぞ
懐
徳
堂
に
幸
せ
ざ
る
の
太

甚
し
き
乎
、
荘
に
蕪
文
を
草
し
て
其
遺
風
を
偲
び
靭
か
追

墓
の
馘
を
葦
か
ん
。

英
尉
碩
學

J
o
h
n
s̀
uart 
Mill
は
言
富

n由
を
高
唱
す

る
の
前
提
マ
J

し

J‘

枇

の

所

謂

汎

端

邪

説

の

出
現
を
以
て
、
誼
理
骰
見
の
初
一
歩
y
J

せ
り
、
是
蓋

し
他
山
の
石
以
て
玉
を
攻
く
の
理
に
於
て
妍
磋
琢
磨
の
一

効
能
く
真
理
の
彼
岸
に
逹
す
べ
き
逍
程
と
認
め
セ
る
を

今

西

茂

1
0
0
 

喜




